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　持続可能な開発目標（SDGs）の17のゴール（目標）は、人
権問題だけでなく環境問題も関連しています。環境と人権こそ
が、現代世界における最優先課題であり、両者は密接に関連し
ています。21世紀は「人権の世紀」であるとともに「環境の世
紀」ともいわれています。20世紀は、科学技術が急速に発達し、
私たちに多くの利便性をもたらした世紀でした。しかし、一方
でその利便性と引き換えに、人体に悪影響を及ぼす物質の排出
や、地球温暖化などの環境破壊の問題も起こりました。今世紀は、
このような地球環境の問題に取り組んでいかなければならない
世紀でもあります。
　私たちが生きていくためには、人類の生存に適した地球環境
の保全が必要です。ただし、そこには「人間が人間らしく幸せ
に生きていくための権利」、つまり人権が密接に関わっています。
一つの国で排出された汚染物質が、他の国で環境被害を引き起
こしたり、あるいは多くの国に関わる地球規模での環境破壊を
もたらしたりします。地球環境の破壊は、一つの国だけでなく、
多くの国の人々の人権に関わる問題なのです。これまでの社会
は、経済発展を第一に考え、効率至上の経済活動を追求してき
た傾向があります。地球温暖化の問題一つをとっても、資源と
の関わりを含め、様々な国家や企業の間に複雑な利害関係が山
積みしているのが現状です。
　今日では、これまでの経済効率を優先する社会ではなく、環
境にやさしい社会や循環型社会が求められているといえます。
言い換えれば、経済発展だけを求める社会ではなく、地球上の
あらゆる人々の人権に配慮し、多様な人々と共生する社会が求
められているのです。私たち一人一人ができるところから始め
るためにも、地球環境の現状や課題についての正しい理解と認
識が必要です。　　　　（人権について考える　2022より引用）

環境問題と人権 12月４日～10日は「人権週間」

問 人権推進課☎ 0823-43-1635

　令和５年12月４日から10日までは、第74回人権週間です。
　国際連合は、昭和23年(1948年)12月10日の第３回総会に
おいて、全ての人と全ての国とが達成すべき共通の基準とし
て、「世界人権宣言」を採択しました。
　世界人権宣言は、基本的人権尊重の原則を定め、初めて人
権保障の目標や基準を国際的にうたった画期的なものです。
採択日である12月10日を「人権デー」と定めました。
   法務省の人権擁護機関では、人権デーを最終日とする１週
間（12月４日から12月10日）を「人権週間」と定め、昭和
24年（1949年）から毎年、各関係機関及び団体とも協力し
て、全国的に人権啓発活動を特に強化して行っています。
　いじめや児童虐待、インターネット上の人権侵害、感染症
や障害等を理由とする偏見や差別、ハンセン病問題など、
様々な人権問題が依然として存在しています。　
　これらの問題の解決には、私たち一人一人が様々な人権問
題を、「誰か」の問題ではなく、自分の問題として捉え、互
いの人権を尊重し合うことの大切さについて、認識を深める
ことが不可欠です。この人権週間をきっかけに人権について
考えてはいかがでしょうか。

　人権擁護委員による特設人権相談所を開設します。相談
は無料で秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。
開設時間　午前 10時～午後３時

日にち 場所
 12月５日㈫  能美保健センター　(心配ごと相談併設)
 12月５日㈫  沖美市民センター
 12月19日㈫  大柿市民センター　(心配ごと相談併設)
 12月19日㈫  江田島保健センター

特設人権相談所を開設

問 自衛隊広島地方協力本部
☎ 0823-23-1226

　自衛隊では、次のとおり自衛官候補
生などを募集しています。詳しくは、
自衛隊広島地方協力本部呉地域事務所
へお問い合わせください。

自衛官候補生など
を募集

募集種目 ①応募資格、②受付期間
③試験日程

自衛官候補生
①18歳以上33歳未満
②年間を通じて受け付け
③受付時にお知らせ

募集 募集

問 海上自衛隊第１術科学校広報係
☎ 0823-42-1211（内線 2016）

　海上自衛隊第１術科学校の基地モ
ニターとして各種行事、研修など（３
カ月に１回程度、研修は平日に実施）
に参加していただき、基地の諸施策
などに関して、ご意見やご要望など
を伺います。
募�集対象　市内在住で、20歳以上（元
自衛官、現役の公務員を除く）

委�属期間　令和６年４月１日㈪～令
和８年３月 31日㈫

選考方法　書類選考および面接
申�込要領　「基地モニター応募」と明記
の上、住所、氏名（ふりがな）、生年月日
（年齢）、性別、職業、電話番号を記入
して官製はがき、FAX（☎0823-42-
3030）、メール（1mss-kouhou@inet.
msdf.mod.go.jp）で申し込み。

申込先
　〒 737-2195 江田島町国有無番地
　海上自衛隊第１術科学校広報係
応�募期間
　12月１日㈮

～令和６年１月 31日㈬ ( 必着 )
募集人数　５人　　　　

令和６年度海上自衛隊
江田島基地モニター募集

広島弁護士会の無料法律相談
問 総務課☎ 0823-43-1111 ㈹

日時　12月 14日㈭午後１時～４時
場�所　市役所本庁（大柿町大原）
人数　５人（１人 30 分）
12月 1日㈮から総務課で受け付け。

問中国四国防衛局地方調整課
☎ 082-223-8324

　「重要施設の周辺地域の上空におけ
る小型無人機等の飛行の禁止に関す
る法律」( 小型無人機等飛行禁止法　
平成 28年法律第 9号 ) により、指定
された自衛隊施設・在日米軍施設や
その周辺地域（おおむね周囲 300m）
の上空におけるドローン ( 小型無人
機 )などの飛行は、原則として禁止さ
れています。江田島市内の該当施設
は次のとおりです。
①呉弾薬整備補給所（江田島町切串）
②呉造修補給所飛渡瀬燃料貯蔵所
　（江田島町江南）
③第１術科学校（江田島町国有無番地）
④第１術科学校大原訓練場
　（江田島町大原国有無番地）
⑤第１術科学校長浜射撃場
　（江田島町大原国有無番地）
⑥秋月弾薬庫（江田島町秋月）
　小型無人機等の飛行を行おうとす
る場合には施設管理者の同意を得る
等所定の手続きが必要となります。詳
細は防衛省ホームページをご覧くだ
さい。

防衛施設周辺におけるドローン
などの飛行禁止について
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メール申込▶ 防衛省HP▶

募集 市有不動産を売却します（旧江田島市消防本部）
問政策推進課☎ 0823-43-1631

　競争入札により、次の市有不動産を売却します。
購入を希望される方は、事前に政策推進課へ「一般競争入札参
加申込書」などを提出してください。
受付期間　令和 5年 11月１日㈬～令和６年２月 29日㈭
入札日時　令和６年３月８日㈮午前 10時から
　　　　　（市役所本庁４階　会議室）

物件
番号

所在地 地目
公簿
面積

最低売却価額

1-1
江田島町鷲部
2丁目689番25

宅地 1,133.74㎡
金11,560,000円
（消費税非課税）

1-2 上記地番上の建物 建物 1,309.91㎡
金3,120,000円

（別途消費税課税）

◀詳細は市ホームページで
　ご確認ください。

◆売却物件【旧江田島市消防本部】
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